
                     

ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

朝
練
の
後
に
授
業
を
受
け
、
部

活
が
終
わ
っ
た
ら
夜
は
ア
ル
バ

イ
ト
。
飲
食
店
や
、
日
雇
い
で

ワ
イ
ン
を
箱
に
詰
め
た
り
、
港

に
パ
レ
ッ
ト（
板
状
の
台
）を
敷

い
た
り
。
毎
日
２
時
間
ぐ
ら
い

し
か
寝
て
な
い
生
活
で
、
バ
イ

ト
代
が
い
い
と
な
る
と
友
達
と

一
緒
に
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。

　
専
門
学
校
生
の
時
に
「
Ｆ
ｉ

ｎ
ｅ
」
を
発
行
し
て
い
る
雑
誌

社
の
方
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し

た
。
雑
誌
モ
デ
ル
を
し
て
何
年

か
経
っ
た
と
き
に
俳
優
の
お
話

を
浅
野
ゆ
う
子
さ
ん
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
モ
デ
ル
の
仕
事

も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
し
、
最

初
は
俳
優
に
な
る
気
持
ち
も
な
か
っ
た

の
で
、今
思
え
ば
意
外
な
展
開
で
す
ね
。

■
祖
父
を
ケ
ア
し
た
経
験
を
生
か
し
て

　
７
月
に
「
か
わ
さ
き
健
幸
福
寿
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
た
め
の
初
代

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
。

何
か
川
崎
市
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
み

た
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し
い
で
す
。

　
小
学
生
の
時
、
祖
父
が
認
知
症
で
外

出
中
に
道
に
迷
っ
た
り
家
の
反
対
の
方

向
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ケ

ア
を
し
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
と

は
い
え
、
自
分
と
し
て
は
当
た
り
前
の

こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け

で
、
当
時
は
〝
ケ
ア
を
し
て

い
る
〞
と
い
う
意
識
は
全
然

な
か
っ
た
で
す
。
最
近
は
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
言
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
体
験
も
話
が

で
き
た
ら
、
彼
ら
の
力
に
な

れ
た
ら
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
就
任
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

行
き
ま
し
た
。
最
初
、
利
用
者
は
自
由

が
利
か
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
意
外
と
自
由
で
、
一
人
一
人
の

や
り
た
い
こ
と
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
沿

っ
て
動
け
る
よ
う
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
の
で
す
ね
。
み
ん
な
が
す
ご
く

楽
し
そ
う
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

来
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
行
く
前
ま
で

は
、
施
設
が
そ
ん
な
に
楽
し
い
雰
囲
気

だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
意

外
で
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
介
護
施
設
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を
ま
だ
知
ら
な
い
人

に
、
活
動
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
思
い
出
の
場
所
、
多
摩
川

　
自
分
に
と
っ
て
の
川
崎
は
〝
原
点
〞

で
す
。
最
近
は
、
お
墓
参
り
で
家
の
あ

っ
た
近
く
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
思
い
出
の
場
所
は
多
摩
川
。
小
学
生

の
時
、
自
由
研
究
で
水
質
調
査
を
す
る

た
め
下
流
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
何
度

も
歩
き
ま
し
た
。「
ど
う
や
っ
た
ら
こ

の
水
が
飲
め
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
、
自

分
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
漉こ

し
て
飲
ん
だ
こ
と

も
。
多
摩
川
を
見
る
と
「
戻
っ
て
き
た

ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
に
培
っ
た
も
の
は
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
て

く
れ
た
の
が
川
崎
で
あ
り
、
多
摩
川
の

自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

■
相
撲
大
会
で
優
勝

　
西
丸
子
小
（
中
原
区
）
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
小
さ
い
頃
は
結
構
活
発
で
、

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
外
で
遊
ん
だ
り
走

っ
た
り
と
、
暗
く
な
る
ま
で
ほ
と
ん
ど

家
に
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
武
蔵
小
杉

や
新
丸
子
辺
り
の
公
園
で
よ
く
遊
ん
で

い
た
な
あ
。

　
小
学
生
の
時
、
武
蔵
小
杉
駅
近
く
の

団
地
の
中
に
あ
る
大
き
な
公
園
の
相
撲

大
会
に
出
ま
し
た
。
祖
母
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
た
よ
う
で
す
。
上
半
身
裸
に
な
る

の
で
子
ど
も
心
に
恥
ず
か
し
い
な
あ
、

と
思
い
な
が
ら
も
仕
方
が
な
く
出
場
し

た
ら
優
勝
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
き
ゃ

し
ゃ
で
ガ
リ
ガ
リ
だ
っ
た
の
に
。
賞
品

は
お
し
ょ
う
ゆ
２
升
。
祖
母
は
そ
れ
が

目
当
て
だ
っ
た
よ
う
で「
よ
く
や
っ
た
」

っ
て
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
！

■
部
活
と
勉
強
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け

暮
れ
た
高
校
時
代

　
中
原
中
（
中
原
区
）
時
代
は
陸
上
部
。

そ
ん
な
に
興
味
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
た
ま
た
ま
足
が
速
か
っ
た
の
で
強

制
的
に
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
毎
晩
多
摩
川
沿

い
を
走
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
大
会

に
も
出
ま
し
た
が
、
成
績
は
真
ん
中
よ

り
上
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
は
？

　
高
校
は
県
立
川
崎
北
高
校
（
宮
前

区
）。
学
区
外
だ
っ
た
の
で
す
が
、
仲

の
い
い
友
達
が
15
人
ほ
ど
行
く
と
い
う

の
で
行
こ
う
か
な
と
。
高
台
に
あ
り
、

緑
が
多
く
て
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
校
の
時
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

1962 年、中原区出身。数々の雑誌モデルを経て、1989 年にテレビド
ラマ「ハートに火をつけて」で俳優デビュー。「科捜研の女」シリー
ズでは宇佐見裕也役。バラエティー番組でも活躍中。

俳優  風間トオルさん

市内の学校に
通った著名人が
思い出を語る

かわさき
ツナガリ 多

摩
川
を
見
る
と

　　　　　「
戻
っ
て
き
た
ぞ
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す

動画と
完全版は
こちら！
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10
月
22
日
（
土
）
午
前
11
時
か

ら
午
後
７
時
（
予
定
）
ま
で
、
川

崎
ル
フ
ロ
ン
１
階
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
で
、
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

「
ル
フ
ロ
ン
杯
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
代
に
毎
年
開
か

れ
、
多
く
の
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
を

輩
出
し
た
「
ル
フ
ロ
ン
杯
」
で
す

が
、
２
０
０
０
年
の
第
10
回
で
閉

幕
し
ま
し
た
。
今
回
〝
聖
地
〟
と

ダ
ン
ス
界
の
登
竜
門「
ル
フ
ロ
ン
杯
」が
復
活

　

大
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
松
本
利
夫
さ
ん

大会アンバサダーの
EXILE 松本利夫さん
（写真・川崎市提供）

言
わ
れ
て
い
た
川
崎
ル
フ
ロ
ン
で

22
年
ぶ
り
に
復
活
。
ジ
ュ
ニ
ア

（
小
・
中
学
生
）、
ユ
ー
ス
（
高
校

生
）、
オ
ー
プ
ン
の
３
部
門
あ
り
、

部
門
別
の
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
２

～
10
人
）
に
よ
る
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
大
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
高
津
区

出
身
で
川
崎
市
市
民
文
化
大
使
の

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
　
松
本
利
夫
さ
ん
。

松
本
さ
ん
も
第
１
回
か
ら
第
４
回

ま
で
出
場
経
験
が
あ
り
、
ダ
ン
ス

を
本
格
的
に
始
め
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
当
日
は
、
入
場
、
観
戦
無
料
。
　

　 

０
４
４(

２
０
０)

２
３
４
７

川
崎
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
室

イベント

Tel

                     

①白菜・ニンジン・ホウレン草を食べやす
い大きさに切る
②❶をゆでて、冷めたら絞って水気を切
る
③❷となめたけをあえ、しょうゆで味を
調える
※お好みで刻みのりを加えてもｇｏｏｄ！

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

　野菜をゆで、水気を切
り、なめたけとあえるだけの簡単でおい
しいあえ物です。なめたけに多く含まれ
るナイアシンには疲労回復作用があり、
たくさん遊んで疲れたお子さんにもピッ
タリな一品です！なめたけあえ

白菜　　　２００ｇ
ニンジン　　３０ｇ
なめたけ　　４０ｇ
ホウレン草　４０ｇ

しょうゆ　小さじ１

つ
く
り
か
た

材
料

（
大
人
４
人
分
）

ワンポイント

TODAY’S
おうちごはん

                     

　

月

日
（
土
）
に
川
崎
日
航

ホ
テ
ル
で
「
夏
川
り
み
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
代
表
曲
『
涙
そ
う
そ
う
』
を
は

じ
め
、
名
曲
の
数
々
で
知
ら
れ
る

夏
川
り
み
さ
ん
。
吹
き
抜
け
る
琉

球
の
風
の
よ
う
な
澄
み
切
っ
た
歌

声
で
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
。
当
日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

夏
川
り
み
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

　          

12
月
24
日（
土
）川
崎
日
航
ホ
テ
ル

夏川りみさん

ゲ
ス
ト
は
元
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
宮
沢
和
史
さ
ん
。
一
夜
限
り
の

ス
テ
ー
ジ
を
堪
能
し
な
が
ら
、
ホ

テ
ル
の
特
別
コ
ー
ス
料
理
を
楽
し

ん
で
み
て
は
。

　
第
１
部
は
▽
正
午
か
ら
受
け
付

け
▽
午
後
０
時

分
か
ら
食
事
▽

２
時
か
ら
シ
ョ
ー
。
第
２
部
は
▽

午
後
５
時

分
か
ら
受
け
付
け
▽

６
時
か
ら
食
事
▽
７
時

分
か

ら
シ
ョ
ー
。
会
場
は

階
鳳
凰

の
間
。
料
金
は
Ｓ
Ｓ
席
３
万
円
、

Ｓ
席
２
万
８
０
０
０
円
、
Ａ
席

２
万
６
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）。

　 

０
４
４
（
２
４
４
）
４
４
４
１

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
宴
会
予
約
係

　 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

Tel

イベント

                     

　
川
崎
区
宮
本
町
の
稲
毛
公
園
で


月

日
（
土
）
正
午
～
午
後
９

時
、

日
（
日
）
午
前

時
～
午

後
８
時
、「
い
な
げ
カ
ン
パ
イ
ビ

ア
デ
イ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　「
カ
ン
パ
イ
」
を
合
言
葉
に
、

皆
が
笑
顔
に
な
り
、
心
の
距
離
を

縮
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
る
も

10
月
22
日
、23
日
に
稲
毛
公
園
で

「
い
な
げ
カ
ン
パ
イ
ビ
ア
デ
イ
」開
催

クラフトビールなどが楽しめます
（イベントのキービジュアルより）

の
で
、
主
催
は
カ
ワ
サ
キ
Ｍ
Ｕ
Ｇ

ｎ
ｅ
ｔ
実
行
委
員
会
。
発
足
前
に

は
、
飲
食
店
と
利
用
客
を
つ
な
ぐ

「
カ
ワ
サ
キ
未
来
チ
ケ
ッ
ト
」「
カ

ワ
サ
キ
美
味
（
う
ま
）
い
も
の
マ

ル
シ
ェ
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
川
崎
を
は
じ
め
、
東
京
、
千
葉

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
事
業
者
や
地

元
飲
食
店
の
販
売
ブ
ー
ス
が
登

場
。
来
場
者
は
お
互
い
が
対
面
に

な
ら
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
カ
ウ

ン
タ
ー
で
飲
食
を
楽
し
み
ま
す
。

　
入
場
無
料
。
雨
天
延
期
。
詳
細

は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

   info@kanpai-beerday.com

い
な
げ
カ
ン
パ
イ
ビ
ア
デ
イ

イベント

                     

                     

　
今
年
の
４
月
に
、
難
病
を
抱
え

る
人
た
ち
が
「
難
病
等
を
も
つ
方

と
と
も
に
歩
む
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

会
ミ
モ
ザ
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　「
同
じ
病
気
で
も
違
う
病
気
で

も
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
話

す
と
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、「
癒

や
し
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

難
病
を
抱
え
る
人
た
ち
が「
一
緒
に
話

し
ま
せ
ん
か
」〝
癒
や
し
カ
フ
ェ
〟開
催

創立メンバー。
中央が代表の相場詳悟さん

　
病
気
の
診
断
が
つ
か
な
い
、
主

治
医
や
家
族
、
職
場
の
人
間
関
係

が
つ
ら
い
、
若
く
し
て
発
症
し
就

労
や
結
婚
が
難
し
い
、
難
病
の
家

族
を
介
護
し
て
い
る
、
な
ど
悩
み

を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
話
し
た
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す

〇
癒
や
し
カ
フ
ェ
（
オ
ン
ラ
イ
ン

／
対
面
）　
土
曜
午
後
１
時
～
３

時
（
月
２
回
）、
か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
ー
（
横
浜
駅
そ
ば
）

〇
電
話
相
談
　
月
～
金
曜
正
午
～

午
後
４
時
（
祝
日
除
く
）

　
詳
細
は
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
電

話
で
。

　 

０
７
０
（
１
５
０
０
）
６
３
７
２

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
会
ミ
モ
ザ

Tel

ニュース

                                          

                     



                     

                     

                     

　

夏
ほ
ど
汗
が
出
ず
冬
ほ
ど
手
荒

れ
し
な
い
秋
に
、
大
掃
除
で
不
用

品
や
粗
大
ゴ
ミ
を
一
掃
し
ま
せ
ん

か
。「
ユ
ア
ス
片
付
け
サ
ポ
ー
ト
」

は
、
遺
品
整
理
や
生
前
整
理
に
始

ま
り
、
空
き
家
や
ゴ
ミ
屋
敷
の
片

付
け
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
引
っ
越
し

時
に
行
う
不
用
品
の
処
理
（
量
不

問
）、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
な
ん
で
も
相
談
で
き
、
一
括

遺
品
整
理
、空
き
家
の
一
掃
整
理
は
プ
ロ
に

お
任
せ
　
　
　
ユ
ア
ス
片
付
け
サ
ポ
ー
ト

神奈川県内、
都内ならどこへ
でも伺います

で
依
頼
で
き
ま
す
。
常
に
プ
ロ
の

視
点
で
行
い
、
遺
品
整
理
は
「
遺

品
整
理
士
認
定
協
会
」
認
定
の
遺

品
整
理
士
が
丁
寧
に
作
業
し
ま

す
。
値
の
付
く
も
の
は
買
い
取
っ

て
く
れ
る
の
で
、
処
分
費
用
の
節

約
に
も
役
立
つ
そ
う
で
す
。
　

横
浜
市
都
筑
区
大
熊
町
71
の
３

　 

（
０
１
２
０
）
２
１
４
３
１
７

　 

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
。
無
休

Tel

暮らし

遺品整理士 第ISO2822、産業廃棄物
収集運搬  許可番号01400203564、
古物商許可 神奈川県公安委員会
第451410007090

11月20日（日）まで
「トゥデイを見た」の
一言で、
処分費用20％オフ！
対応エリア
神奈川県、東京都
※見積もり無料

                     

川崎モダニズム
建築散歩

⑤

　

日
本
初
の
鋼
管
製
造
会
社
、
日

本
鋼
管
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
）
が
創
業
時
、

ド
イ
ツ
人
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ウ

マ
ン
ら
技
術
者
た
ち
の
宿
舎
と
し

て
建
て
た
の
が
こ
の
洋
館
で
す
。

　
縦
長
の
上
げ
下
げ
窓
と
、
ポ
ー

チ
を
持
つ
左
右
対
称
の
三
つ
の
切

り
妻
屋
根
正
面
に
特
徴
が
あ
る
木

造
住
宅
で
す
。
意
匠
的
特
徴
と
し

て
壁
下
端
部
の
反
返
り
に
初
期
ド

イ
ツ
表
現
主
義
建
築
の
影
響
が
見

え
ま
す
。

　
当
時
の
建
物
は
１
９
７
４
年
に

解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
後
し
て

現
在
の
地
に
記
念
館
と
し
て
復
元

さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
用
途
に
伴

う
変
化
は
あ
り
ま
す
が
外
観
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
忠
実
に
再
現
し
て
い

ま
す
。

川崎区南渡田町

竣工　1913年（現在の建物は

1974年に復元されたもの）

復元設計　日本鋼管

アウマンの家

取
材
協
力
　
山
名
善
之（
東
京
理
科
大
建
築
学
科
教
授
）

両脇の門柱は本社正門に
置かれていたオリジナル

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
は
、
家
族

で
思
い
出
に
残
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
、

月

日

（
日
）
ま
で
２
つ
の
「
七
五
三
プ

ラ
ン
」
を
用
意
。
ど
ち
ら
も
予
約

制
で
七
五
三
の
子
ど
も
に
千
歳
飴あ

め

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
宴
会
場
の
個
室
を
利
用
す
る

「
祝
（
い
わ
い
）
プ
ラ
ン
」
は
、

大
人
１
人
８
５
０
０
円
（
和
洋
会

席
料
理
・
２
時
間
の
個
室
料
・
サ

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
七
五
三
の
お
祝
い
を

七
五
三
の
子
ど
も
に
千
歳
飴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー
ビ
ス
料
・
消
費
税
含
む
）。
子

ど
も
向
け
に
は
、
キ
ッ
ズ
プ
レ
ー

ト
を
２
５
０
０
円
か
ら
用
意
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
」

の
「
ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ
プ
ラ
ン
」

は
七
五
三
の
小
学
生
１
人
分
が
無

料
。
土
・
日
曜
、
祝
日
は
３
人
セ

ッ
ト
（
大
人
２
人
、小
学
生
１
人
）

で
８
６
０
０
円
（
通
常
＝
大
人

４
３
０
０
円
、
小
学
生
２
２
０
０

円
）
と
お
得
に
。
同
プ
ラ
ン
利
用

時
、
幼
児
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　 

０
４
４
（
２
４
４
）
４
４
４
１

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
・
宴
会
予
約
係

　 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　 

０
４
４
（
２
２
１
）
２
１
３
４

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
・
ナ
ト
ゥ
ー
ラ

　 

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

TelTel

家
族
で
思
い
出
に
残
る
一
日
を

キッズ

                     

　
川
崎
駅
東
口
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
体
験
を
！
　

　
複
合
商
業
施
設
「
ラ 

チ
ッ
タ

デ
ッ
ラ
」
屋
上
に
８
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｃ
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｏ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
（
シ
エ

ロ
　
グ
ラ
ン
デ
）
＆
黄
金
の
キ
ッ

チ
ン
」
で
は
、
都
市
型
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
楽
し
め
ま
す
。

　
開
放
的
な
空
間
の
中
に
キ
ャ
ン

プ
用
テ
ン
ト
や
フ
レ
ー
ム
の
な
い

透
明
ド
ー
ム
が
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル

席
や
カ
ウ
ン
タ
ー
も
。
Ｂ

Ｂ
Ｑ
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
に

ピ
ザ
、
パ
ス
タ
、
一
品
料

理
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
仲

間
同
士
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
、
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア

ＢＢＱやイタリアンで
グランピング体験を！
期間限定マツタケ＆サンマ
とカキの食べ放題フェア

グルメ

気
分
が
味
わ
え
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン

グ
や
ラ
ン
チ
も
あ
り
、
朝
か
ら
深

夜
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　
現
在
、
期
間
限
定
で
２
つ
の
フ

ェ
ア
を
実
施
中
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
メ
ニ
ュ

ー
「
松
茸
＆
サ
ン
マ
食
べ
放
題
」

（
６
９
８
０
円
）
は
、
肉
（
ポ
ー

ク
、
ビ
ー
フ
、
チ
キ
ン
）
と
季
節

の
野
菜
盛
り
合
わ
せ
に
、
旬
の
味

覚
、
マ
ツ
タ
ケ
と
サ
ン
マ
が
時
間

無
制
限
で
食
べ
放
題
。「
生な

ま

牡が

蠣き

食
べ
放
題
」（
４
９
８
０
円
）
は
、

「
牡
蠣
の
ト
マ
ト
ガ
ー
リ
ッ
ク
バ

タ
ー
」
な
ど
４
種
と
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
が
食
べ
放
題
。
ど
ち
ら
も
完

全
予
約
制
。10
月
31
日（
月
）ま
で
。

キャンプに必要なものは全て
準備されているグランピング

川
崎
区
小
川
町
１
の
18
　
ラ 

チ
ッ
タ

デ
ッ
ラ
　
ビ
バ
ー
チ
ェ
７
階
屋
上

　 

０
４
４
（
２
８
０
）
７
８
８
９

　 

午
前
７
時
〜
午
前
０
時

Tel

                     

　
弘
法
大
師
の
月
命
日
の
前
夜
祭

に
あ
た
る
毎
月

日
の「
宵
大
師
」

の
夜
に
、
川
崎
大
師
平
間
寺
（
川

崎
区
大
師
町
）
の
山
門
前
で
行
わ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
し
ぞ

ら
デ
ィ
ス
コ
」。
次
回

月

日

（
木
）
は
開
催

回
目
を
記
念
し
、

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
（
通
常
は

１
０
０
０
円
）。
午
後
６
時

分

～
８
時
。

　
主
催
は
、
大
師
地
区
周
辺
の
町

た
人
気
の
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

「
ズ
ン
バ
」
を
踊
り
ま
す
。

　
講
師
は
、
中
原
区
で
ス
タ
ジ
オ

を
開
く
吉
川
由
維
さ
ん
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
、
初
心

者
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　
詳
細
・
申
し
込
み
は
、
大
師
Ｏ

Ｎ
Ｅ
博
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
。

10月20日・午後６時30分から
「ほしぞらディスコ」開催
１０回目を記念し参加無料
   川崎大師平間寺の山門前

　 

０
８
０
（
５
５
４
６
）
５
６
４
１

   info@daishionepark.com

大
師
Ｏ
Ｎ
Ｅ
博

Tel

イベント

誰でも気軽に楽しめる

お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体

「
大
師
Ｏ
Ｎ
Ｅ
博
（
わ
ん

ぱ
く
）」。参
加
者
た
ち
は
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
イ
ヤ
ホ
ン

で
音
楽
を
共
有
し
、
周
り

に
騒
音
を
出
さ
な
い
「
サ

イ
レ
ン
ト
デ
ィ
ス
コ
」
形

式
で
、
ラ
テ
ン
系
の
音
楽

と
ダ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ

暗くなると幻想的な雰囲気に

                     

　「
か
わ
さ
き
ジ
ャ
ズ
２
０
２
２
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
」
が
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
市
民

会
議
室
を
会
場
に
、
今
年
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
音
楽
や
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

に
つ
い
て
の
公
開
講
座
で
３
回
シ

リ
ー
ズ
。
９
月
30
日
の
１
回
目
は

「
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
を
取
り
巻
く
歴

史
と
、
ポ
ス
ト
・
ピ
ア
ソ
ラ
」
と

題
し
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
早

ジ
ャ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
ス
タ
ー
ト

１
回
目
は
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
歴
史
な
ど

バンドネオンについて
語る早川純さん

川
純
さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
違
い
、

正
方
形
に
近
い
形
で
蛇
腹
が
長

く
、座
っ
て
演
奏
す
る
」
と
紹
介
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
花
形
楽

器
で
は
あ
る
も
の
の
ド
イ
ツ
で
作

ら
れ
、
大
戦
を
機
に
生
産
が
中
止

に
な
っ
た
た
め
現
在
も
約
１
０
０

年
前
の
楽
器
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
音
階
と
ボ
タ
ン
の
位
置
が

連
動
し
て
お
ら
ず
演
奏
が
難
し
い

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
11
月
３
日
（
木
・

祝
）
に
カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
で
行

わ
れ
る
「
菊
地
成
孔
＆
ペ
ペ
・
ト

ル
メ
ン
ト
・
ア
ス
カ
ラ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
出
演
し
ま
す
。
　

音 楽

                     

©KAWASAKI FRONTALE 

川崎市中原区小杉町2ー313
ポン・ルテェール小杉1F
　  ０４４（７１１）２８７０
　  午前９時～午後１時、
　 午後２時３０分～５時
　 土・日曜・祝日

Tel

休

はなまるクリニック

スタッフとふろん太

サポーターからの
応援メッセージ

川崎フロンターレ選手に届け!

コロナ禍という
大変な時期ですが、

いつもフロンターレには
励まされています。
 頑張れフロンターレ!



                     

                     

                     



                     

                     

                     



                     

                     

                     

                                          



                     

                     

                     

部
市
場
」
と
い
っ
た
な
じ
み

の
ス
ポ
ッ
ト
、
史
跡
な
ど
を

軸
に
言
葉
を
選
び
、
そ
れ
ら

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
を
同
隊

が
作
詞
。
振
付
師
の
ス
ズ
キ

拓
朗
さ
ん
に
振
り
付
け
、
樋

口
舞
さ
ん
（
ど
ち
ら
も
同
区

在
住
）
に
作
曲
を
依
頼
し
完

成
し
ま
し
た
。
３
月
に
は
区

長
や
町
内
会
、
企
業
の
関
係

者
を
招
い
て
お
披
露
目
会
も

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
事
業
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
に
な

り
、
普
及
活
動
を

推
進
。
Ｃ
Ｄ
の
作

成
や
配
布
、
区
内

の
幼
稚
園
や
イ
ベ

ン
ト
、
お
祭
り
で

踊
り
の
練
習
会
な

ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

振
り
付
け
に
は
ユ

ー
モ
ア
も

　
歌
詞
は
４
番
ま

で
あ
り
、
前
奏
や

間
奏
部
分
に
は

「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ッ

ピ
ー
幸
区
」
と
い

う
、
覚
え
や
す
く

耳
な
じ
み
の
よ
い

フ
レ
ー
ズ
が
繰
り

返
さ
れ
ま
す
。

　
振
り
付
け
に
は

「
幸
区
＝
サ
イ
は

行
く
」
と
し
、
サ

イ
が
進
む
よ
う
な

ポ
ー
ズ
や
、
幸
区

型
協
働
推
進
事
業
に
「
幸
区

オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
申
請
し
採

択
さ
れ
る
こ
と
に
。
そ
の

後
、
幸
区
に
ち
な
ん
だ
歌
詞

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
１
０
０
人
以
上
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。「
夢

見
ケ
崎
」「
御
幸
公
園
」「
南

幸
区
の
皆
さ
ん
、「
幸
わ
い
わ
い
音
頭
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た

２
０
２
０
年
の
秋
、
同
隊
で

は
、多
く
の
世
代
を
つ
な
ぎ
、

幸
区
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

も
の
は
何
か
、
隊
員
た
ち
が

話
し
合
い
を
し
、
盆
踊
り
を

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歌
詞
に
は
区
内
の
な
じ
み
の

ス
ポ
ッ
ト
が
登
場

　
令
和
３
年
度
の
幸
区
提
案

中原区で行われたイベント「まんなかフェス」では来場者も飛び入り参加（９月 22 日）

幸区盛り上げ隊メンバー
（中央が倉林さん） 猫のポーズの練習

の
形
が
ネ
コ
の
形
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
猫
の
ポ
ー
ズ
な

ど
、
ダ
ジ
ャ
レ
や
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
も
の
も
。

　
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
。

倉
林
智
美
隊
長
は
「
幸
区
の

魅
力
が
詰
ま
っ
た
歌
詞
。
盆

踊
り
を
通
じ
て
、
外
に
１
歩

踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
。
幸
区
の
盆
踊
り
＝
幸
わ

い
わ
い
音
頭
、
と
な
る
よ
う

に
普
及
活
動
を
進
め
て
い

く
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
踊
り
方
は
右
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。
踊
り
た
い
サ
ー

ク
ル
、
町
内
会
な
ど
の
団
体

に
は
Ｃ
Ｄ
と
歌
詞
カ
ー
ド
を

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
幸
区
盛
り

上
げ
隊

☎
０
４
４（
２
７
６
）６
５
２
６

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

月
・
木
曜
は
午
後
２
時
ま
で
）

な
作
品
を
展
示
販
売
し
て
い

る
の
で
す
。
売
り
上
げ
の
20

％
が
カ
フ
ェ
に
入
る
仕
組

み
。約
１
０
０
の
棚
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ

ど
人
気
で
す
。

　
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
家
の

ｋキ

ヨ

ハ

ン

コ

ｉ
ｙ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
さ
ん

は
今
年
の
７
月
か
ら
出
店
。

お
客
さ
ん
と
の
や
り
と
り
か

ら
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
が
浮

か
ん
だ
り
、
他
の
作
家
か
ら

「
屋
号
の
ハ
ン
コ
作
っ
て
」

と
直
接
依
頼
さ
れ
た
り
。「
今

ま
で
の
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
味

わ
え
な
い
こ
と
で
し
た
」
と

ス
タ
ッ
フ
も
お
客
さ
ん
も
出
店
作
家
も
自
然
に
交
流

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
新
川
崎
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
」

　〝
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
か
ら
始
ま
る

お
も
し
ろ
ま
ち
づ
く
り
〟
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
カ
フ
ェ
。
ブ

レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
（
１
杯

３
６
０
円
）
や
近
所
の
パ
ン

屋
の
食
パ
ン
を
使
っ
た
ラ
ン

チ
、
福
祉
施
設
で
作
っ
た
保

存
料
の
入
っ
て
い
な
い
ケ
ー

キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も

楽
に
移
動
で
き
る
広
々
し
た

店
内
に
は
心
地
よ
く
Ｂ
Ｇ
Ｍ

が
流
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
は
味
わ
え
な
い
交

流
が

　
目
を
引
く
の
が
、
壁
一
面

に
展
示
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
作
品
。〝
小
箱
シ
ョ

ッ
プ
〟
と
名
付
け
ら
れ
た
棚

を
出
店
作
家
が
レ
ン
タ
ル

し
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ポ
ー

チ
、
バ
ッ
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

ニ
ッ
コ
リ
。

　
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
が
気
に

入
っ
た
ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ

ｏ
さ
ん
は
店
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
登
録
し
、
時
間
が
あ

る
と
来
店
し
、
手
伝
っ
て
い

ま
す
。

も
っ
と
活
用
し
て
ほ
し
い

　
岩
川
舞
店
長
は
「
安
心
し

て
過
ご
し
て
も
ら
え
る
場
所

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
別
な
こ
と
は
し
て
い

な
い
の
で
す
が
自
然
と
皆
さ

ん
が
交
流
し
て
い
ま
す
」
と

創
業
か
ら
今
ま
で
を
振
り
返

り
、「
地
域
の
方
た
ち
に
育

て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
の
時
間
外
も
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で

き
る
の
で
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
っ
と
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
ま

し
た
。

　
掘
り
出
し
物
を
探
し
が
て

ら
、
カ
フ
ェ
で
の
ん
び
り
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
幸
区
鹿
島
田
１
の
１
の

５
　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
新
川
崎

１
０
２

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
。

月
・
日
曜
、祝
日
定
休
。

☎
０
４
４（
５
５
５
）０
２
３
３

　
２
０
１
６
年
に
鹿
島
田
駅
と
新
川
崎
駅
の
間
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
新
川
崎
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
」
（
運
営
は
株
式

会
社
イ
ー
タ
ウ
ン
）
。
カ
フ
ェ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
「
幸
わ
い
わ
い
音
頭
」
は
、
幸
区
を
マ
マ
た
ち
が
楽

し
く
暮
ら
せ
る
街
に
す
る
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
幸
区
盛
り
上
げ
隊
」
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊

り
で
す
。

壁面にはハンドメイド作品が
展示販売されている

消しゴムはんこ作家の
ｋｉｙｏｈａｎｃｏさん

店長の岩川舞さん

                     



                     

                     

ど
に
出
向
い
て
く
れ
ま
す
。

　
補
聴
器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
セ
ミ

ナ
ー
の
対
象
は
「
聞
き
返
す
こ
と
が
多

い
」「
数
人
で
の
会
話
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
テ
レ
ビ
の
音
量
が
家
族
と
同
じ
だ

と
聞
こ
え
づ
ら
い
」な
ど
で
悩
ん
で
い
る
、

補
聴
器
が
初
め
て
の
人
で
す
。
講
師
は
補

聴
器
メ
ー
カ
ー
・
シ
グ
ニ
ア
社
の
技
術
担

当
者
。
▽
聞
こ
え
の
仕
組
み
▽
言
葉
を
聞

き
取
る
こ
と
の
重
要
性
▽
難
聴
と
認
知
症

▽
補
聴
器
と
集
音
器
の
違
い
、
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
約
30
分
間
で
解
説
し
ま
す
。

　
川
崎
本
店
で
は
、
講
師
の
声
が
聞
き
取

り
や
す
く
な
る
よ
う
、
補
聴
器
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
個
別

相
談
会
へ
参
加
す
る
と
、
そ
の
場
で
補
聴

器
の
試
聴
も
で
き
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
補
聴
器
を
す
で
に
使
っ
て
い
る

人
も
参
加
可
能
で
す
。

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
で
は
、

10
月
29
日
（
土
）
ま
で
「
東
京
新
聞
Ｔ
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｙ
読
者
限
定
お
試
し
プ
ラ
ン
」
を
用

意
。
補
聴
器
を
５
５
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル

で
き
ま
す
。

「
補
聴
器
お
試
し
」５
５
０
０
円

最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
レ
ン
タ
ル
も

　
創
業
34
周
年
を
迎
え
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
は
「
補
聴
器
ユ
ー
ザ
ー
の

日
常
を
よ
り
豊
か
に
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
〝
補
聴

器
の
総
合
相
談
所
〞で
す
。海
外
メ
ー
カ
ー

７
社
を
扱
っ
て
い
る
の
で
「
比
較
試
聴
」

が
可
能
。
経
験
年
数
の
長
い
認
定
補
聴
器

技
能
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
豊
富
な
知
識

と
高
い
技
術
で
対
応
し
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
が
一
般
化
す
る
中
、
マ
ス

ク
や
眼
鏡
の
着
脱
時
に
も
外
れ
に
く
い

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」
が

人
気
で
、
電
池
交
換
の
煩
わ
し
さ
を
軽
減

し
た
各
メ
ー
カ
ー
の
充
電
式
モ
デ
ル
も
お

薦
め
。
同
店
で
購
入
す
れ
ば
、
修
理
預
か

り
時
の
代
替
え
機
は
何
度
で
も
無
料
で
貸

し
出
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
店
舗
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
の
本
店
の
ほ

か
に
、
横
浜
市
西
区
の
横
浜
新
都
市
ビ
ル

（
そ
ご
う
）
９
階
に
「
横
浜
プ
レ
ミ
ア
ム

ラ
ウ
ン
ジ
」
も
。
購
入
時
に
来
店
が
難
し

い
場
合
は
在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で

き
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
や
施
設
、
病
院
な

　
同
社
で
は
現
在
、
以
下
の

補
聴
器
を
薦
め
て
い
ま
す
。

▽
シ
グ
ニ
ア
「
充
電
式
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
　
Ａ

Ｘ
」
…
電
池
交
換
が
不
要
。

世
界
初
の
２
プ
ロ
セ
ッ
サ
搭

載
補
聴
器
で
、
雑
音
と
言
葉

を
分
解
す
る
機
能
が
大
幅
に

向
上
し
て
い
ま
す

▽
リ
サ
ウ
ン

ド
「
ク
ア
ト
ロ
　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
」

（
下
写
真
）
…
他
店
で
は
大

き
な
型
し
か
で
き
な
か
っ
た

補
聴
器
で
も
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ン
（
下
段
広
告
内
日
程
で
実

施
）
す
れ
ば
、
よ
り
小
さ
く

作
成
可
能
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

を
使
っ
て
い
る
店
は
、
市
内

で
は
川
崎
本
店
の
み
で
す

川
崎
本
店
な
ら
３
Ｄ
ス
キ
ャン
も

以前川崎本店で行われた
同社主催の補聴器セミナーの様子

「
補
聴
器
ミ
ニセ
ミ
ナ
ー
」で

何
が
分
か
る
の
？

　
旅
行
や
外
食
な
ど
の
楽
し
い
時
間
は
家

族
や
友
人
と
の
会
話
が
あ
っ
て
こ
そ
。
お

出
か
け
の
前
に
「
聞
こ
え
」
の
不
安
を
解

消
し
て
も
ら
お
う
と
、「
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
」
で
は
、
川
崎
で
「
補
聴

器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」、
横
浜
で
「
個
別
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
。

補聴器ミニセミナー・個別セミナー 講師：シグニア補聴器
　　　　　技術担当者

他店で作成した型

３Dスキャンで作成した型

☎044 (222)9354
住所：川崎区駅前本町５の３　ＫＯＷＡ川崎駅前ビル４階
営業時間：午前１０時～午後５時　日・月曜、祝日定休

１０／１９（水）・２７（木）
①午前１０時から  ②午後２時から

１１／１８（金）
午前１０時～午後３時受け付け
（１組あたり約３０分）

川崎本店
ミニセミナー
スケジュール

個別セミナー
スケジュール

☎045 (534)6651
住所：横浜市西区高島２の１８の１ 横浜新都市ビル（そごう）９階
営業時間：午前１０時～午後８時　年中無休

横浜プレミアムラウンジ ●聞き返すことが増えた
●３～４人での会話が
　聞こえにくい
●テレビの音が
　聞こえづらい
●補聴器をすでに
　使っている人も
　参加ＯＫ

　
プ
ラ
ン
は
次
の
２
つ
。

①
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」

２
週
間
レ
ン
タ
ル

②
「
最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
補
聴
器
・
３

メ
ー
カ
ー
聴
き
比
べ
」
１
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
予
約
時
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
見
た
」
と

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
貸
し
出

し
に
は
身
分
証
が
必
要
で
す
。
補
聴
器
を

気
に
入
っ
た
場
合
、
レ
ン
タ
ル
料
を
差
し

引
い
た
価
格
で
そ
の
ま
ま
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

予約は
各店まで

　補聴器は眼鏡店などでも購入できます
が、自分に合っているのか分からない
ケースも。専用設備を使って行う「プラ
チナ測定コース」は補聴器専門店ならで
はのメニュー。補聴器の効果を自分の目
で確かめられます。完全予約制。所要時
間約 50 分。
※使用中の集音器の下取りも受け付けています

補聴器の効果が見て分かる
「プラチナ測定コース」

３０００円が

５００円に!!
川崎本店で

１０／２９（土）まで
1 測定 2 クレンジング 3 レポート提供

川崎駅東口

自分に合った補聴器、使ってますか？自分に合った補聴器、使ってますか？

ヒヤリングセンター神奈川のスタッフ

効果を測定し「聞こえ」の改善に
ミニセミナーと個別セミナーも

                     


